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「
文
明
版
」
系
『
正
像
末
和
讃
』
祖
本
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

豅　
　

弘　

信

は
じ
め
に

　

筆
者
は
先
般
来
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
の
親
鸞
の
改
名
に
つ
い
て
考
察
を
重
ね
、
改
名
は
従
来
理
解
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
「
綽

空
」
↓
「
善
信
」
で
は
な
く
「
親
鸞
」
へ
の
そ
れ
で
あ
り
、「
善
信
」
は
吉
水
期
以
来
終
生
用
い
ら
れ
た
房
号
で
あ
る
、
と
す
る
数
編
の

論
文
を
発
表
し
て
き
た
。

　

そ
の
考
察
の
過
程
に
お
い
て
筆
者
は
直
近
に
、
蓮
如
に
よ
っ
て
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
三
月
に
開
版
さ
れ
た
文
明
開
版
本
『
三
帖

和
讃
』
中
の
『
正
像
末
和
讃
』（
以
下
、「
文
明
版
」）
の
「
愚
禿
善
信
集
」「
愚
禿
善
信
作
」
の
撰
号
に
着
目
し
、
親
鸞
が
『
正
像
末
和

讃
』
を
制
作
し
た
そ
の
歴
史
的
思
想
的
背
景
等
を
考
察
し
、
親
鸞
没
後
の
正
和
年
間
（
一
三
一
二
〜
七
）
頃
に
「
愚
禿
善
信
」
の
呼
称
が

広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
書
（
孤
山
隠
士
『
愚
闇
記
（
愚
暗
記
）』）
の
存
在
と
も
併
せ
て
、
親
鸞
が
「
文
明
版
」
系
祖

本
（「
文
明
版
」
の
底
本
と
な
っ
た
写
本
系
統
の
最
初
の
本
）
に
こ
れ
ら
の
撰
号
を
用
い
る
必
然
性
は
な
く
、
没
後
の
後
代
に
別
人
に
よ
っ
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て
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。

　

筆
者
は
考
察
の
成
果
を
拙
論
「「
愚
禿
善
信
」
考
─
文
明
版
『
正
像
末
和
讃
』
の
撰
号
を
め
ぐ
っ
て
」（『
親
鸞
教
学
』
一
〇
九
、
二

〇
一
七
年
）
と
し
て
発
表
す
る
が
、
考
察
の
過
程
に
お
い
て
「
文
明
版
」
系
祖
本
の
成
立
過
程
─
誰
が
編
集
し
た
の
か
。
親
鸞
自
身
、

あ
る
い
は
後
代
の
別
人
に
よ
る
編
集
か
─
に
つ
い
て
も
一
応
の
私
見
を
得
た
た
め
、
今
回
こ
れ
を
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
佐
々
木
瑞
雲
「「
文
明
版
」
系
「
正
像
末
和
讃
」
の
成
立
過
程
─
〈
異
本
〉
の
存
在
証
明
と
そ
の
意

義
」（『
真
宗
研
究
』
四
八
、
二
〇
〇
四
年
）
に
多
大
な
恩
恵
を
受
け
た
。

　

氏
は
、
真
宗
興
正
寺
派
興
正
寺
蔵
本
・
大
阪
府
慈
願
寺
蔵
本
・
龍
谷
大
学
蔵
本
（
坂
東
和
讃
）
等
の
所
謂
「
河
州
本
」
系
『
三
帖
和

讃
』
写
本
の
検
討
を
通
し
て
「「
文
明
版
」
系
祖
本
は
親
鸞
自
身
の
編
集
」（
以
下
、
親
鸞
編
集
説
）
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
氏
の
論

考
を
精
読
し
た
結
果
、
筆
者
は
「
親
鸞
没
後
の
別
人
に
よ
る
編
集
」（
以
下
、
別
人
編
集
説
）
と
の
結
論
に
到
っ
た
。

　
「
文
明
版
」
系
祖
本
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
筆
者
は
氏
と
見
解
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
論
稿
は
氏
の
労

苦
な
く
し
て
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
。
論
述
に
先
立
っ
て
氏
に
対
し
て
甚
深
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

一　
『
正
像
末
和
讃
』
諸
本
の
成
立
と
構
成

　

親
鸞
制
作
の
『
正
像
末
和
讃
』
に
は
以
下
の
代
表
的
な
三
本
が
現
存
し
て
い
る
。

⑴　

康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
二
月
九
日
の
「
夢
告
讃
」（
同
年
正
嘉
元
年
閏
三
月
一
日
に
書
き
入
れ
）
を
中
途
に
含
む
全
四
十
一
首
か

ら
な
る
専
修
寺
蔵
国
宝
『
正
像
末
法
和
讃
』（
以
下
、「
草
稿
本
」）。

⑵　

翌
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
九
月
二
十
四
日
に
脱
稿
し
た
親
鸞
真
蹟
本
を
、
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
九
月
二
十
五
日
に
顕
智
が

書
写
し
た
専
修
寺
蔵
『
正
像
末
法
和
讃
』（
以
下
、「
顕
智
本
」。
こ
れ
と
区
別
し
て
正
嘉
二
年
九
月
成
立
の
親
鸞
真
蹟
本
（
現
存
せ
ず
）
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を
以
下
、「
顕
智
本
」
系
祖
本
と
呼
ぶ
）。

⑶　

文
明
五
年
三
月
、
蓮
如
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
『
正
像
末
和
讃
』（「
文
明
版
」）。

　

以
下
、
三
本
の
構
成
・
特
徴
を
概
説
す
る
と
、
⑴
「
草
稿
本
」
は
表
紙
中
央
に
「
正
像
末
法
和
讃
」
の
外
題
、
左
下
に
「
釈
覚
然
」

の
袖
書
は
あ
る
も
の
の
内
題
・
撰
号
等
は
な
く
、
各
和
讃
に
首
数
の
肩
書
（
以
下
、
肩
番
）
も
な
い
。

　

冒
頭
の
「
五
十
六
億オ
ク

七
千
萬マ
ン

…
…
」
か
ら
「
如
来
大
悲
ノ
恩
徳
ハ
…
…
」
ま
で
を
「
已
上
三
十
四
首
」（
実
際
に
は
三
十
五
首
）
と
し

て
記
し
た
後
、
康
元
二
年
二
月
九
日
夜
の
「
夢
の
告
げ
」、
所
謂
「
夢
告
讃
」
を

康
元
二
歳
丁
ヒ
ノ
ト
ノ

巳ミ

二
月
九
日
ノ
夜ヨ

　

寅
ト
ラ
ノ

時ト
キ
ニ

夢ユ
メ
ノ

告ツ
ケ

ニ
イ
ハ
ク

弥
陀
ノ
本
願
信
ス
ヘ
シ

　

本
願
信
ス
ル
ヒ
ト
ハ　

ミ
ナ

　

摂
取
不
捨
ノ
利
益
ニ
テ

　

無
上
覚
オ
ハ　

サ
ト
ル
ナ
リ

　
　
　
コ
ノ
和
讃
ヲ　

ユ
メ
ニ　

オ
ホ
セ
ヲ

　
　
　
カ
フ
リ
テ　

ウ
レ
シ
サ
ニ　

カ
キ　

ツ
ケ　

マ

　
　
　
イ
ラ
セ
タ
ル
ナ
リ

正シ
ヤ
ウ

嘉カ

元ク
ワ
ン

年子
ン

丁
ヒ
ノ
ト
ノ

巳ミ

壬ウ
ル
ウ

三
月
一
日

　
　

愚
禿
親
鸞
八
十

五
歳

書
之

と
、
同
年
正
嘉
元
年
閏
三
月
一
日
に
書
き
入
れ
、
以
下
、「
真
実
信
心
ノ
称
名
ハ
…
…
」
か
ら
五
首
を
加
え
て
い
る
。
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第
一
首
か
ら
第
九
首
は
親
鸞
真
筆
で
あ
る
が
そ
れ
以
降
は
別
人
の
筆
（
表
紙
袖
書
に
名
の
あ
る
覚
然
の
筆
と
も
思
わ
れ
る
）。
ま
た
、
第

九
首
ま
で
の
左
訓
も
別
筆
。
第
九
首
ま
で
は
朱
筆
で
圏
発
（
四
声
点
）
が
記
さ
れ
て
い
る
が
第
十
首
以
降
に
は
な
い
。
ま
た
第
十
首
以

降
は
右
訓
（
振
り
仮
名
）
が
激
減
し
て
い
る
。

　

⑵
「
顕
智
本
」
は
表
紙
中
央
上
部
に
「
正
像
末
法
和
讃
」
の
外
題
、
左
下
に
「
釈
顕
智
」
の
袖
書
（
い
ず
れ
も
顕
智
筆
）
の
題
箋
が
貼

付
さ
れ
て
お
り
、
本
文
冒
頭
に
は
『
般
舟
讃
』
の
文
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

次
に
「
康
元
二
歳
丁
巳
二
月
九
日ノ

夜ヨ

寅ト
ラ
ノ

時ト
キ

夢ユ
メ
ノ

告ツ
ケ
ニ

云イ
ハ
ク」
の
詞
書
の
後
、「
夢
告
讃
」。
そ
し
て
「
正
像
末
法
和
讃
」
の
内
題
が
あ
り
、

そ
の
後
五
十
八
首
（
結
語
は
「
已
上
正
像
末
之
三
時
／
弥
陀
如
来
和
讃　

五
十
八
首
」）
が
続
く
。

　

そ
し
て
、「
愚ク

禿ト
ク

述
シ
ユ
ツ
ク

懐ワ
イ

」
の
標
題
か
ら
「
仏
智
疑
惑
讃
」
二
十
二
首
（
結
語
ハ
「
已
上
疑
惑
罪
過
二
十
二
首
／
仏
智
ウ
タ
カ
フ　

ツ
ミ
ト

カ
（
罪
科
）
ノ　

フ
カ
キ
コ
ト
ヲ
／
ア
ラ
ハ
セ
リ　

コ
レ
ヲ
ヘ
ン
チ　

ケ
マ
ン　

タ
イ
シ
ヤ
ウ
（
辺
地
・
懈
怠
・
胎
生
）
ナ
ン
／
ト
ヽ
イ
フ
ナ
リ
」）
の
直
後

に
、　

　
　
　
　

愚
禿
親
鸞
作

愚
禿
悲
歎
述
懐

と
の
撰
号
・
標
題
を
記
し
た
後
、「
愚
禿
悲
歎
述
懐
讃
」
十
一
首
が
続
く
。（
結
語
に
は
「
已
上
三
十
三
首
／
愚
禿
悲
歎
述
懐
」
と
あ
り
、「
疑

惑
讃
」「
悲
歎
述
懐
讃
」
の
計
三
十
三
首
が
「
愚
禿
悲
歎
述
懐
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
）

　

そ
の
「
愚
禿
悲
歎
述
懐
」
の
結
語
の
直
後
に
、

草
本
云

　
正
嘉
二
歳
九
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　

親
鸞
八
十
六
歳
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正
応
三
年
庚寅

九
月
廿
五
日
令
書
写
畢

と
の
奥
書
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
『
涅
槃
経
』『
観
念
法
門
』
の
文
が
記
さ
れ
て
「
顕
智
本
」
は
終
わ
っ
て
い
く
。

　
「
草
稿
本
」
に
比
し
て
「
顕
智
本
」
は
、「
正
像
末
法
和
讃
」
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、「
仏
智
疑
惑
讃
」「
愚
禿
悲
歎
述
懐
讃
」
が
増

補
さ
れ
、
和
讃
の
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、「
正
像
末
法
和
讃
」
も
語
句
が
改
訂
さ
れ
た
上
、
配
置
が
大
幅
に
入
れ
替
え
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
草
稿
本
」
第
六
首
は
一
句
目
「
衆
生
」
を
「
有
情
」
に
、
四
句
目
「
功
徳
は
信
者
の
み
に
み
て
り

0

0

0

0

0

0

」
を
「
信
者

ぞ
た
ま
わ
れ
る

0

0

0

0

0

0

」
に
改
め
て
「
顕
智
本
」
で
は
第
三
十
首
目
に
、
第
七
首
は
四
句
目
「
念
仏
往
生
と
げ
や
す
し

0

0

0

0

0

」
が
「
念
仏
往
生
さ
か

0

0

り
な
り

0

0

0

」
と
な
っ
て
第
十
七
首
目
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
題
号
・
撰
号
・
奥
書
・
肩
番
・
圏
発
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

⑶
龍
谷
大
学
蔵
「
文
明
版
」
は
、
表
紙
左
肩
に
「
正
像
末
和
讃
」
の
題
箋
が
貼
ら
れ
て
あ
り
、
本
文
は
一
頁
に
四
行
ず
つ
印
刷
さ
れ

て
い
る
が
、「
顕
智
本
」
で
は
冒
頭
に
あ
る
『
般
舟
讃
』
の
文
が
無
く
、「
康カ
ウ

元ク
ヱ
ン

二ニ

歳サ
イ

丁
ヒ
ノ
ト
ノ

巳ミ

二ニ

月ク
ワ
チ

九コ
ヽ
ヌ

日カ
ノ

夜ヨ

寅ト
ラ
ノ

時ト
キ

夢ユ
メ
ニ

告ツ
ケ
テ

云イ
ハ
ク」

と
の

「
夢
告
讃
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

次
に正シ

ヤ
ウ

像サ
ウ

末マ
チ
ノ

浄シ
ヤ

土ウ
ト

和ワ

讃サ
ン

　
　
　
　
　
　

愚ク

禿ト
ク

善セ
ン

信シ
ン

集
ア
ツ
ム

の
内
題
・
撰
号
が
あ
り
、「
正
像
末
法
和
讃
」
五
十
八
首
（
結
語
は
「
已
上
正
像
末
法
和
讃
／
五
十
八
首
」）
が
続
く
。

　

そ
し
て
次
に
「
仏
智
疑
惑
讃
」
二
十
三
首
（
標
題
な
し
。
結
語
は
「
已
上
二
十
三
首シ
ユ　

仏フ
チ

不フ

思シ

議キ

／
ノ
弥ミ

陀タ

ノ
御オ
ン

チ
カ
ヒ
ヲ　

ウ
タ
／
カ
フ

　

ツ
ミ　

ト
カ
ヲ　

シ
ラ
セ
ン　

ト
／
ア
ラ
ハ
セ
ル
ナ
リ
」。「
顕
智
本
」
よ
り
一
首
増
補
）
が
続
く
。

　
「
疑
惑
讃
」
結
語
の
後
、
頁
を
改
め
、
頁
の
前
半
二
行
分
の
余
白
の
後
、
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愚ク

禿ト
ク

善セ
ン

信シ
ン
ノ

作サ
ク

皇ク
ワ
ウ

太タ
イ

子シ

聖シ
ヤ
ウ

徳ト
ク

奉ホ
ウ

讃サ
ン

の
撰
号
と
標
題
。
そ
の
後
「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」
十
一
首
（
結
語
は
「
已
上
聖シ
ヤ
ウ

徳ト
ク

奉ホ
ウ

讃サ
ン

／
十
一
首
」。「
顕
智
本
」
に
は
無
い
）。

　

頁
初
の
結
語
か
ら
一
行
余
白
を
置
き
、「
愚ク

禿ト
ク

悲ヒ

歎タ
ン

述シ
ユ
チ

懐ク
ワ
イ」

の
標
題
の
後
、「
愚
禿
悲
歎
述
懐
讃
」
十
六
首
（「
顕
智
本
」
よ
り
五
首
増

補
）
が
記
さ
れ
る
。「
悲
歎
述
懐
讃
」
の
結
語
「
已
上
十
六
首シ
ユ　

コ
レ
ハ
愚ク

禿ト
ク

カ
／
カ
ナ
シ
ミ　

ナ
ケ
キ
ニ　

シ
テ　

述
シ
ユ
チ

／
懐ク
ワ
イト　

シ
タ

リ　

コ
ノ
世ヨ

ノ
本ホ
ン

寺シ

／
本ホ
ン

山サ
ム

ノ　

イ
ミ
シ
キ　

僧　

ト
／
マ
フ
ス
モ　

法
師　

ト　

マ
フ
ス
モ
／
ウ
キ　

コ
ト
ナ
リ
」
の
後
に
一
行
開

け
て

　

釈
シ
ヤ
ク
ノ

親シ
ン

鸞ラ
ン

書カ
ク

㆓

之コ
レ
ヲ

㆒

の
署
名
が
あ
り
、
次
頁
か
ら
「
善
光
寺
如
来
讃
」
五
首
（
標
題
・
結
語
共
に
無
し
。「
顕
智
本
」
に
は
無
い
）
が
続
く
。

　

続
い
て
次
頁
初
め
か
ら
、

　

親シ
ン

鸞ラ
ン

八ハ
チ

十シ
フ

八ハ
チ

歳サ
イ

御コ

筆ヒ
チ

が
記
さ
れ
、「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
章
」
の
文
、「
巻
末
和
讃
」
二
首
の
後
、
一
頁
に

　
　
　

已
上

と
の
み
あ
っ
て
次
頁
に
、

右
斯
三
帖
和
讃
幷
正
信
偈

四
帖
一
部
者
末
代
為
興
際

板
木
開
之
者
也
而
已

　

文
明
五
年癸
巳三
月　

日
（
蓮
如
花
押
）
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と
い
う
『
三
帖
和
讃
』『
正
信
偈
』
開
版
の
奥
付
を
載
せ
て
「
文
明
版
」
は
終
わ
っ
て
い
）
1
（
く
。

　
「
文
明
版
」
は
「
顕
智
本
」
に
比
し
て
「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」「
善
光
寺
如
来
讃
」「
自
然
法
爾
章
」
等
の
大
幅
な
増
補
が
な
さ
れ
て
お

り
、
既
存
の
和
讃
に
お
い
て
も
「
仏
智
疑
惑
讃
」
に
一
首
、「
愚
禿
悲
歎
述
懐
讃
」
に
五
首
増
補
さ
れ
、「
疑
惑
讃
」
で
は
「
顕
智
本
」

の
第
二
十
一
・
二
十
二
首
が
第
七
・
八
首
目
に
移
動
し
て
い
る
。
ま
た
、「
顕
智
本
」
の
「
愚
禿
親
鸞
作
」「
親
鸞
八
十
六
歳
」
に
比
し

て
、
所
謂
撰
号
・
署
名
に
類
す
る
も
の
が
「
愚
禿
善
信
集
」「
愚
禿
善
信
作
」「
釈
親
鸞
書
㆓

之
㆒

」「
親
鸞
八
十
八
歳
御
筆
」
と
四
箇
所
存

在
し
、
所
収
の
各
和
讃
に
お
い
て
も
「
顕
智
本
」
の
「
釈
尊

0

0

か
く
れ
ま
し
ま
し
て
」
を
「
釈
迦
如
来

0

0

0

0

か
く
れ
ま
し
ま
し
て
」（「
正
像
末

法
和
讃
」
第
一
首
）、「
功
徳
は
信
者
ぞ
た
ま
わ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

」
を
「
功
徳
は
行
者
の
身
に
み
て
り

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
第
三
十
首
）、「
衆
生
」
を
「
有
情
」（
第
三

十
七
首
）
と
す
る
な
ど
、
二
十
数
箇
所
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
肩
番
・
圏
発
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
顕
智
本
」
に
比
し
て

左
訓
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

二　
「
文
明
版
」
系
祖
本
の
親
鸞
編
集
説
・
別
人
編
集
説

　
「
文
明
版
」
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
増
補
・
改
訂
は
、「
親
鸞
八
十
八
歳
御
筆
」
の
記
述
か
ら
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
頃
、
親
鸞
自

身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
編
入
さ
れ
た
「
聖
徳
奉
讃
」「
善
光
寺
讃
」
に
つ
い
て
は
「
十
一
首
の
間
に
は
連
続
し
た

関
係
は
な
く
、
互
い
に
独
立
し
て
い
る
感
が
深
い
」（「
聖
徳
奉
讃
」）、「
五
首
ば
か
り
で
は
部
分
的
で
、
ま
と
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」（「
善
光
寺
讃
」）
と
い
っ
た
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
「
至
極
晩
年
の
補
訂
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
な
お
修
正
す
べ
き
点
が
残
さ

れ
て
、
し
か
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
、
こ
の
「
文
明
版
」
が
「
諸
本
中
最
後
の
本
」
で
あ
り
、

「
顕
智
本
」
系
本
に
親
鸞
自
身
が
増
補
・
改
訂
を
加
え
た
「
文
明
版
」
系
祖
本
こ
そ
が
『
正
像
末
和
讃
』
の
最
終
形
態
で
あ
る
（
親
鸞
編

集
説
）
と
見
做
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。（
以
上
、
宮
崎
圓
）
2
（

遵
）
ま
た
多
屋
頼
俊
に
拠
れ
ば
、
本
願
寺
系
で
は
専
修
寺
蔵
の
「
草
稿
本
」
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に
対
し
て
「
清
書
本
」
と
言
い
慣
ら
わ
さ
れ
て
き
た
と
言
）
3
（
う
。

　

し
か
し
近
年
で
は
、

⑴　
「
顕
智
本
」
か
ら
の
増
補
部
分
、
す
な
わ
ち
「
聖
徳
奉
讃
」「
善
光
寺
讃
」「
自
然
法
爾
章
」
な
ど
は
、
親
鸞
の
著
作
で
あ
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
る
が
、
新
た
に
そ
の
位
置
に
挿
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
不
明
で
あ
る
。「
聖
徳
奉
讃
」
は
全
体
が
一
連

の
主
題
を
持
っ
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
讃
が
独
立
的
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
和
讃
に
比
し
て
内
容
的

に
低
調
と
評
さ
れ
る
「
善
光
寺
讃
」
は
、
親
鸞
が
書
き
残
し
た
未
完
の
断
簡
が
挿
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
）
4
（
る
。

⑵　
「
文
明
版
」
に
は
所
謂
撰
号
・
署
名
に
類
す
る
も
の
が
「
愚
禿
善
信
集
」「
愚
禿
善
信
作
」「
釈
親
鸞
書
㆓

之
㆒

」「
親
鸞
八
十
八
歳

御
筆
」
と
四
箇
所
あ
る
が
、
そ
の
表
記
が
「
親
鸞
」「
善
信
」
と
不
統
一
で
あ
り
、
そ
の
記
さ
れ
る
位
置
も
不
自
然
で
あ
る
。
さ

ら
に
「
自
然
法
爾
章
」
の
前
に
位
置
す
る
「
親
鸞
八
十
八
歳
御
筆
」
に
は
「
…
…
御
筆
」
と
明
ら
か
に
別
人
に
よ
る
書
き
込
み

が
あ
）
5
（

る
。

⑶　
「
顕
智
本
」
は
「
草
本
云　

正
嘉
二
歳
九
月
廿
四
日　

親
鸞
八
十
六
歳
」
と
い
う
撰
述
年
時
を
示
す
奥
書
を
有
す
る
が
、「
文
明

版
」
に
は
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
が
な
く
、
現
存
写
本
も
存
如
期
の
も
の
を
最
古
と
し
、
親
鸞
か
ら
年
代
的
隔
た
り
を
持
つ
も

の
し
か
な
）
6
（

い
。

と
い
っ
た
理
由
か
ら
、「
文
明
版
」
系
祖
本
は
親
鸞
以
外
の
別
人
に
よ
る
編
集
、
つ
ま
り
は
「
顕
智
本
」
系
本
に
親
鸞
の
書
き
残
し
た
断

簡
な
ど
を
後
に
別
人
が
挿
入
し
た
と
見
る
別
人
編
集
説
へ
の
支
持
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
別
人
編
集
説
に
対
し
て
佐
々
木
瑞
）
7
（
雲
は
、
前
述
し
た
「
釈
尊
」
↓
「
釈
迦
如
来
」、「
衆
生
」
↓
「
有
情
」
等
の
和
讃
本
文
の
改

訂
箇
所
（
異
文
）
が
「
文
明
版
」
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
別
人
編
集
説
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、「
顕
智
本
」
系
祖
本
が
成
立
し
た
後
、

「
文
明
版
」
系
祖
本
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
、
親
鸞
自
身
が
「
顕
智
本
」
系
に
和
讃
の
増
補
や
文
言
の
改
訂
（
標
題
・
結
語
も
含
む
）
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を
施
し
た
〈
本
文
改
訂
本
〉
が
存
在
し
、
そ
れ
に
さ
ら
に
別
人
が
「
聖
徳
奉
讃
」「
善
光
寺
讃
」「
自
然
法
爾
章
」
等
を
増
補
し
た
と
い

う
二
段
階
の
成
立
状
況
が
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
。【
左
図
参
照
】

　

そ
し
て
、「
現
存
資
料
か
ら
は
〈
本
文
改
訂
本
〉
は
お
ろ
か
、
そ
う
し
た
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
手
が
か
り
す
ら
な
か
っ

た
」、
す
な
わ
ち
「〈
本
文
改
訂
本
〉
の
存
在
を
立
証
で
き
な
い
」
と
い
う
欠
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
別
人
編
集
説
が
高
く
支
持
さ
れ
て
き

た
理
由
は
、「
現
存
諸
本
中
、
増
補
箇
所
に
は
、
異
文
、
す
な
わ
ち
親
鸞
自
身
に
よ
る
本
文
改
訂
の
痕
跡
が
存
在
し
な
い
」
と
い
う
点
に

あ
り
、「
も
し
増
補
箇
所
に
親
鸞
自
身
に
よ
っ
て
本
文
改
訂
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
異
文
を
持
つ
本
が
存
在
し
、
そ
れ
が
「
文
明
版
」
系

「
顕
智
本
」
系

←

　親
鸞
に
よ
る
本
文
改
訂
（
衆
生
↓
有
情
な
ど
）

〈
本
文
改
訂
本
〉

増
補
さ
れ
る
前
の
状
態

←

　別
人
に
よ
る
増
補
（
聖
徳
奉
讃
・
善
光
寺
讃
な
ど
）

「
文
明
版
」
系

般
舟

讃
文

夢
告

讃

三
時
讃

　58
首

誠
疑
讃

　22
首

悲
歎
述
懐
讃

　
　11
首

奥
書

な
ど

夢
告

讃

三
時
讃

　58
首

誠
疑
讃

　23
首

聖
徳
奉
讃

　11
首

善
光
寺

讃
5
首

悲
歎
述
懐
讃

　
　16
首

自
然
法
爾
章

讃
文
2
首



（豅）　32

の
本
文
の
成
立
に
先
立
つ
と
立
証
で
き
れ
ば
」、「
先
の
〈
本
文
改
訂
本
〉
の
位
置
に
該
当
す
る
「
文
明
版
」
系
の
構
成
に
近
い
〝
異
本
〞

の
存
在
を
現
存
資
料
か
ら
立
証
で
き
れ
ば
」
別
人
編
集
説
は
否
定
さ
れ
る
、
と
し
た
。

　

そ
し
て
佐
々
木
は
、「
河
州
本
」
系
写
本
、
殊
に
興
正
寺
本
・
慈
願
寺
本
・
坂
東
和
讃
の
検
討
を
通
し
て
、「
顕
智
本
」
系
・「
文
明

版
」
系
他
、
複
数
の
写
本
の
系
統
の
特
徴
を
併
せ
持
つ
「
混
合
本
」
で
あ
る
こ
れ
ら
三
本
に
は
、「
顕
智
本
」
系
に
も
「
文
明
版
」
系
に

も
見
ら
れ
な
い
校
合
箇
所
や
左
訓
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、『
正
像
末
和
讃
』
が
「
顕
智
本
」
系
か
ら
「
文
明
版
」
系
へ
と
増
補
・

改
訂
が
な
さ
れ
る
そ
の
中
間
に
、「
文
明
版
」
系
成
立
の
前
段
階
と
し
て
未
発
見
の
〈
異
本
〉
が
存
在
し
た
と
判
断
し
た
。【
左
図
参
照
】

「
顕
智
本
」
系

←

　聖
徳
奉
讃
・
善
光
寺
讃
な
ど
の
増
補
お
よ
び
本
文
改
訂
（
但
し
前
後
は
校
合
箇
所
が
な
い
た
め
不
明
）

〈
異
本
〉←

　増
補
箇
所
を
含
め
た
本
文
改
訂

「
文
明
版
」
系

般
舟

讃
文

夢
告

讃

三
時
讃

　58
首

誠
疑
讃

　22
首

悲
歎
述
懐
讃

　
　11
首

奥
書

な
ど

夢
告

讃

三
時
讃

　58
首

誠
疑
讃

　23
首

聖
徳
奉
讃

　11
首

聖
徳
奉
讃

善
光
寺

讃
5
首

悲
歎
述
懐
讃

　
　16
首

自
然
法
爾
章

讃
文
2
首

善
光
寺
讃

悲
歎
述
懐
讃

夢
告

讃

三
時
讃

誠
疑
讃
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そ
し
て
そ
の
〈
異
本
〉
は
、「
顕
智
本
」
系
か
ら
増
補
さ
れ
て
「
文
明
版
」
系
に
非
常
に
近
い
構
成
を
持
っ
て
お
り
、
親
鸞
自
身
が
そ

の
〈
異
本
〉
に
物
部
守
屋
の
称
号
を
「
大だ
い

臣じ
ん

」
か
ら
「
大お
お

連む
ら
じ」、
善
光
寺
の
一
光
三
尊
阿
弥
陀
如
来
の
伝
来
し
た
場
所
を
「
な
に
わ
（
難

波
）
の
み
や
こ
（
都
）」
か
ら
「
な
に
わ
の
う
ら
（
浦
）」、「
衆
生
」
を
「
有
情
」
と
す
る
等
の
改
訂
を
加
え
た
、
親
鸞
編
集
に
よ
る
『
正

像
末
和
讃
』
の
最
終
形
態
と
し
て
の
「
文
明
版
」
系
祖
本
が
成
立
し
た
が
、
親
鸞
が
最
晩
年
を
迎
え
て
い
た
た
め
に
、「
顕
智
本
」
系
か

ら
の
増
補
・
本
文
改
訂
時
に
、
そ
れ
ま
で
書
き
た
め
て
い
た
和
讃
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
挿
入
し
た
際
に
生
じ
た
撰
号
・
署
名
の
不
統

一
・
不
自
然
さ
が
訂
正
さ
れ
な
か
っ
た
「
未
完
成
本
」
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

現
存
の
「
文
明
版
」
に
お
け
る
「
撰
号
・
署
名
の
不
統
一
・
不
自
然
さ
」
に
つ
い
て
佐
々
木
は
、「
愚
禿
善
信
」
に
つ
い
て
は
、「
愚

禿
釈
善
信
」
の
記
載
を
有
す
る
『
一
念
多
念
分
別
事
』
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
後
世
の
別
人
の
補
筆
と
は
断
定
で
き
な
い
と
し
て
い

る
が
筆
者
は
こ
れ
を
首
肯
し
な
）
8
（

い
。
ま
た
佐
々
木
は
、「
自
然
法
爾
章
」
の
前
の
「
親
鸞
八
十
八
歳
御
筆
」
の
「
御
筆
」
は
明
ら
か
に
別

人
の
書
き
入
れ
で
あ
り
、「
文
明
版
」
系
に
後
世
の
補
筆
が
全
く
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
自
然
法
爾
章
」
を
挿

入
し
た
の
が
別
人
で
あ
る
と
い
う
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

三　

佐
々
木
瑞
雲
説
の
批
判
的
検
討

イ
　〈
異
本
〉
の
形
状
・
成
立
時
期
に
つ
い
て

　

以
上
の
よ
う
に
佐
々
木
は
「
文
明
版
」
系
祖
本
の
親
鸞
編
集
説
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
佐
々
木
は
結
論
を
急
ぎ
過
ぎ
た

と
考
え
て
い
る
。

　

佐
々
木
は
「
混
合
本
」
で
あ
る
「
河
州
本
」
系
諸
本
の
検
討
か
ら
〈
異
本
〉
の
存
在
を
想
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、〈
異
本
〉
そ
の
も
の

を
発
見
し
た
の
で
は
な
い
。
佐
々
木
は
「
顕
智
本
」
系
祖
本
と
「
文
明
版
」
系
祖
本
の
間
に
位
置
す
る
可
能
性
の
あ
る
未
発
見
の
和
讃

0

0

0

0

0

0
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を
発
見
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
佐
々
木
の
主
張
す
る
よ
う
な
一
冊
の
〈
異
本
〉
を
形
成
し
て
い
た
と
は
即
断
で
き
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
河
州
本
」
系
の
祖
本
は
「
文
明
版
」
系
本
を
底
本
、「
草
稿
本
」
系
本
・「
顕
智
本
」
系
本
等
を
対
校
本
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
和

讃
本
文
・
左
訓
の
校
合
箇
所
は
、「
夢
告
讃
」「
自
然
法
爾
章
」「
巻
末
和
讃
」
を
除
く
『
正
像
末
和
讃
』
の
ほ
と
ん
ど
に
及
ん
で
い
る
と

言
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
〈
異
本
〉
が
一
冊
の
冊
子
だ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
各
種
和
讃
ご
と
の
分
冊
状
態
で
あ
っ
た
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
「
河
州
本
」
に
表
記
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

佐
々
木
に
拠
れ
ば
、「
河
州
本
」
は
【
左
図
】
の
よ
う
に
、『
般
舟
讃
』
の
文
、「
夢
告
讃
」、「
正
像
末
法
和
讃
」
五
十
八
首
、「
疑
惑

讃
」
二
十
三
首
、「
聖
徳
奉
讃
」
十
一
首
、「
悲
歎
述
懐
讃
」
十
六
首
、「
善
光
寺
讃
」
五
首
、「
自
然
法
爾
章
」、「
巻
末
和
讃
」
二
首
、

「
四
声
点
の
凡
例
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
較
べ
る
と
「
文
明
版
」
に
は
『
般
舟
讃
』
の
文
、「
四
声
点
の
凡
例
」
が
な
く
、「
顕
智
本
」
に
は
「
聖
徳
奉
讃
」「
善
光
寺

讃
」「
自
然
法
爾
章
」「
巻
末
和
讃
」「
四
声
点
の
凡
例
」
等
が
な
い
こ
と
が
知
れ
る
が
、「
河
州
本
」
の
表
記
上
に
こ
れ
ら
の
「
…
…
が

な
い
」
と
い
う
特
徴
は
現
れ
な
い
。

　

佐
々
木
は
「
混
合
本
」
の
性
格
を
【
左
図
】
で
示
し
て
い
る
が
、「
河
州
本
」
が
「
…
…
が
あ
る
」
と
い
う
各
系
統
本
の
特
徴
を
網
羅

般
舟

讃
文

夢
告

讃

三
時
讃

　58
首

誠
疑
讃

　23
首

善
光
寺

讃
5
首

自
然
法
爾
章

讃
文
2
首

四
声
点

の
凡
例

聖
徳
奉
讃

　11
首

悲
歎
述
懐
讃

　
　16
首
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し
た
「
混
合
本
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
…
…
が
な
い
」
と
い
う
各
系
統
本
の
特
徴
は
逆
に
窺
い
知
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
顕
智
本
」
の
よ
う
な
「
疑
惑
讃
」「
悲
歎
述
懐
讃
」
を
含
ん
だ
『
正
像
末
法
和
讃
』
と
、「
聖
徳
奉
讃
」「
善
光
寺
讃
」「
自

然
法
爾
章
」（
顕
智
聞
書
）
と
し
て
各
々
独
立
し
た
分
冊
を
集
め
て
対
校
本
と
し
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
し
、
さ
ら
に
言
え
ば
分
冊
で
す

ら
な
く
、
一
首
の
み
の
断
簡
で
あ
っ
た
可
能
性
さ
え
皆
無
で
は
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。

　

佐
々
木
は
〈
異
本
〉
が
一
冊
の
冊
子
で
あ
る
と
い
う
「
前
提
」
に
立
っ
て
、「
顕
智
本
」
系
↓
〈
異
本
〉
↓
「
文
明
版
」
系
と
い
う
段

階
的
増
補
・
本
文
改
訂
を
な
し
得
る
人
物
は
親
鸞
以
外
に
な
い
と
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
「
前
提
」
が
崩
れ
れ
ば
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
〈
異
本
〉
が
一
冊
の
冊
子
で
は
な
く
分
冊
・
断
簡
状
態
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
次
の
段
階
、
つ
ま
り
「
大
臣
」
が
「
大
連
」、「
な

Ⅰ
＝
底
本

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ⅱ
＝
対
校
本

Ａ

Ｂ

ｃ

ｄ

Ｅ

Ⅲ
＝
対
校
本

Ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

Ｆ

Ⅳ
＝
混
合
本

Ａ

Ｂ（
ｂ
を
校
合
）
Ｃ（
ｃ
を
校
合
）
Ｄ（
ｄ
を
校
合
）

Ｅ

Ｆ
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に
わ
の
み
や
こ
」
が
「
な
に
わ
の
う
ら
」、「
衆
生
」
が
「
有
情
」
に
改
め
ら
れ
た
段
階
の
も
の
も
同
様
に
分
冊
・
断
簡
状
態
で
あ
り
、

そ
れ
ら
が
親
鸞
没
後
の
書
写
・
流
伝
の
過
程
に
お
い
て
「
愚
禿
善
信
」
等
の
撰
号
・
署
名
と
共
に
合
冊
・
製
本
さ
れ
て
現
行
の
「
文
明

版
」
の
祖
本
と
な
っ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
も
そ
の
分
冊
・
断
簡
状
態
の
〈
異
本
〉
は
「
顕
智
本
」
系
祖
本
以
前
に
成
立
し
た
可
能
性
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。

　

常
盤
井
和
子
に
拠
れ
ば
、
専
修
寺
蔵
国
宝
初
稿
本
『
浄
土
和
讃
』『
浄
土
高
僧
和
讃
』
の
成
立
（
宝
治
二
年
・
一
二
四
八
、
親
鸞
七
十
六

歳
）
以
後
、
新
た
に
制
作
さ
れ
た
「
別
和
讃
」
が
断
簡
・
冊
子
の
形
態
で
東
国
に
送
ら
れ
門
弟
間
で
見
写
・
流
布
さ
れ
、
一
方
親
鸞
の

手
元
で
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
改
訂
・
編
集
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
ま
た
送
ら
れ
て
見
写
・
流
布
さ
れ
る
と
い
う
繰
り
返
し
の
中
で
、
最
終
的
に

出
来
上
が
っ
た
も
の
が
「
顕
智
本
」
だ
と
さ
れ
て
い
）
9
（
る
。

　

佐
々
木
が
「
顕
智
本
」
系
祖
本
以
降
の
成
立
と
し
た
〈
異
本
〉
と
は
、「
河
州
本
」
系
祖
本
の
制
作
時
に
対
校
本
と
し
て
集
め
ら
れ
た

「
別
和
讃
」、
そ
れ
も
「
顕
智
本
」
系
祖
本
以
前
に
成
立
流
布
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

ロ
　「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」
に
つ
い
て

　
「
文
明
版
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
「
聖
徳
奉
讃
」
十
一
首
で
あ
る
が
、「
連
続
し
た
関
係
は
な
く
、
互
い
に
独
立
し
て
い
る
」（
宮

崎
）
と
指
摘
さ
れ
た
ご
と
く
、
各
首
の
配
列
順
序
が
未
整
理
で
あ
る
と
の
印
象
が
否
め
な
い
。

　

主
題
的
に
見
て
も
、
第
一
、
四
首
が
太
子
の
恩
徳
と
し
て
の
住
正
定
聚
、
第
二
、
三
、
六
、
七
首
が
念
仏
者
へ
の
父
母
の
ご
と
き
太

子
の
随
伴
、
第
五
、
十
一
首
が
如
来
の
二
種
回
向
へ
の
論
及
、
第
八
首
か
ら
第
十
首
が
太
子
奉
讃
の
勧
め
と
い
っ
た
具
合
に
バ
ラ
バ
ラ

に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
各
和
讃
は
間
違
い
な
く
親
鸞
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
親
鸞
自
身
に
よ
る
厳
密
な
編
集
を
経
て
い

な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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ま
た
、
第
八
、
九
首
目
は
康
元
二
年
（
一
二
五
七
、
八
十
五
歳
）
二
月
撰
述
の
『
大
日
本
国
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
』（
以
下
、『
百
十

四
首
太
子
和
讃
』）
の
第
一
、
二
首
目
に
、
第
九
首
は
「
草
稿
本
」
第
三
十
九
首
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。（「
草
稿
本
」
第
三
十
九
首
の
一

句
目
が
「
上
宮
太
子

0

0

方
便
し
」
で
あ
る
の
に
対
し
「
文
明
版
」
は
「
上
宮
皇
子

0

0

方
便
し
」
と
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
用
語
変
更
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
）

　

多
屋
頼
俊
は
、「
十
一
首
と
し
て
ま
と
ま
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
な
い
」
と
し
、
そ
の
理
由
を
⑴
第
一
首
は
冒
頭
の
和
讃
と
し
て
不
適
当
。

⑵
第
十
一
首
は
末
尾
の
和
讃
と
し
て
不
似
合
い
。
⑶
類
似
の
語
句
が
多
く
、
太
子
奉
讃
の
念
か
ら
繰
り
返
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

⑷
和
讃
の
順
序
を
変
え
て
も
意
味
上
に
は
支
障
が
生
じ
な
い
（
十
一
首
に
思
想
的
な
統
一
が
無
い
か
ら
）。
⑸
第
五
首
は
少
し
く
性
質
が
違

う
が
他
は
い
ず
れ
も
総
括
的
に
太
子
を
讃
仰
し
た
も
の
で
各
首
独
立
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。
と
挙
げ
、「（
一
）
こ
の
十
一
首
わ
、
一

時
期
に
一
つ
の
思
想
体
系
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
わ
な
く
て
、
一
二
首
ず
つ
作
ら
れ
る
ま
ま
に
書
き
留
め
て
お
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
或
い
わ
草
稿
と
精
撰
が
共
に
残
つ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。（
二
）
こ
の
十
一
首
わ
こ
れ
だ
け
で
一
連
の
和
讃
に

せ
ら
れ
る
目
的
で
わ
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
」
と
述
）
10
（
べ
、「
疑
惑
讃
」
二
十
三
首
と
「
悲
歎
述
懐
讃
」
十
六
首
の
間
と
い
う
「
文
明
版
」
に

お
け
る
位
置
に
も
疑
問
を
呈
し
て
い
）
11
（
る
。（
前
述
し
た
よ
う
に
「
顕
智
本
」
で
は
「
疑
惑
讃
」「
悲
歎
述
懐
讃
」
が
一
連
の
「
愚
禿
悲
歎
述
懐
」

と
扱
わ
れ
て
い
る
）

　

さ
て
、「
河
州
本
」
の
「
聖
徳
奉
讃
」
校
合
箇
所
で
あ
る
が
、
佐
々
木
に
拠
れ
ば
第
四
首
「
聖
徳
皇
の
あ
は
れ
み
て
…
…
」
の
一
句
目

「
聖
徳
皇
」
に
「
太
子
」
の
注
記
─
つ
ま
り
〈
異
本
〉
で
は
一
句
目
が
「
聖
徳
太
子

0

0

の
あ
わ
れ
み
て
」
─
が
あ
る
と
言
う
。

　
「
聖
徳
皇0

」
の
語
は
「
聖
徳
奉
讃
」
十
一
首
中
七
首
に
登
場
す
る
が
、「
河
州
本
」
で
校
合
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
一
箇
所
の
み
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

仮
に
校
合
箇
所
を
一
箇
所
だ
け
示
し
て
後
は
省
略
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
一
首
「
仏
智
不
思
議
の
誓
願
の
／
聖
徳
皇
の
め
ぐ
み
に
て
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…
…
」
の
二
句
目
の
「
聖
徳
皇0

」
に
注
記
が
施
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

だ
と
す
れ
ば
〈
異
本
〉
に
は
こ
の
第
四
首
目
に
の
み
「
聖
徳
太
子
」
と
あ
っ
て
他
の
六
首
に
は
「
聖
徳
皇
」
と
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
〈
異
本
〉
に
は
「
聖
徳
太
子

0

0

の
あ
わ
れ
み
て
」
の
一
首
の
み
、
つ
ま
り
断
簡

0

0

し
か
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

建
長
七
年
（
一
二
五
五
、
親
鸞
八
十
三
歳
）
十
一
月
撰
述
の
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』（
以
下
、『
七
十
五
首
太
子
和
讃
』）
で
は
、
太
子
の
呼

称
は
「
聖
徳
太
子
」「
太
子
」
が
主
に
用
い
ら
れ
、
こ
の
他
、「（
敬
礼
）
救
世
観
世
音
伝
灯
東
方
粟
散
王
」「
八
耳
皇
子
」「
廐
屋
戸
の
皇

子
」「
上
宮
太
子
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、「
聖
徳
皇
」
の
用
例
は
な
い
。

　

二
年
後
の
康
元
二
年
（
一
二
五
七
、
八
十
五
歳
）
二
月
撰
述
の
『
百
十
四
首
太
子
和
讃
』
で
は
「
聖
徳
皇
」「
上
宮
皇
子
」「
太
子
」

「（
敬
礼
）
救
世
観
世
音
大
菩
薩
伝
灯
東
方
粟
散
王
」「
廐
戸
豊
聡
耳
の
皇
子
」「
聖
徳
太
子
」「
上
宮
太
子
」、
同
年
正
嘉
元
年
閏
三
月
一

日
の
日
付
の
あ
る
草
稿
本
『
正
像
末
和
讃
』
に
は
「
大
日
本
国
粟
散
王
」「
上
宮
皇
」「
上
宮
太
子
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
「
聖
徳

太
子
」
と
「
聖
徳
皇
」、「
上
宮
太
子
」
と
「
上
宮
皇
子
」「
上
宮
皇
」
が
混
在
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
文
明
版
「
聖
徳
奉
讃
」
に
は
「
聖
徳
皇
」「
上
宮
皇
子
」
と
の
み
あ
り
、「
聖
徳
太
子
」「
上
宮
太
子
」
は
使
わ
れ
て
い

な
い
。

　

散
文
の
著
作
に
お
い
て
は
、
正
嘉
元
年
五
月
書
写
の
『
上
宮
太
子
御
記
』
に
「
上
宮
太
子
」「
太
子
」「（
敬
礼
）
救
世
観
世
音
伝
灯
東

方
粟
散
王
」「
廐
戸
の
豊
聡
耳
の
皇
子
」「
聖
徳
太
子
」、
翌
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
、
八
十
六
歳
）
六
月
撰
述
の
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広

本
）
に
「
皇
太
子
聖
徳
」「
聖
徳
太
子
」「
上
宮
太
子
」「（
敬
礼
）
救
世
観
世
音
大
菩
薩
伝
灯
東
方
粟
散
王
」
と
あ
る
も
の
の
、
和
讃
で

は
康
元
二
年
（
改
元
し
て
正
嘉
元
年
）
を
境
に
太
子
の
呼
称
が
「
聖
徳
太
子
」
か
ら
「
聖
徳
皇
」、「
上
宮
太
子
」
か
ら
「
上
宮
皇
子
」
へ

と
比
重
を
移
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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す
で
に
指
摘
し
た
通
り
、『
百
十
四
首
和
讃
』
冒
頭
の

和
国
の
教
主
聖
徳
皇　
　
　
　
　

広
大
恩
徳
謝
し
が
た
し

　

一
心
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
り　

奉
讃
不
退
な
ら
し
め
よ

上
宮
皇
子
方
便
し　
　
　
　
　
　

和
国
の
有
情
を
あ
わ
れ
み
て

　

如
来
の
悲
願
を
弘
宣
せ
り　
　

慶
喜
奉
讃
せ
し
む
べ
し

の
二
首
は
「
文
明
版
」
の
第
八
・
九
首
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
し
、「
草
稿
本
」
に
は
第
三
十
八
首
に

上
宮
太
子
方
便
し　
　
　
　
　
　

和
国
の
有
情
を
あ
わ
れ
み
て

　

如
来
の
悲
願
弘
宣
せ
り　
　
　

慶
喜
奉
讃
せ
し
む
べ
し

と
し
て
一
句
目
が
「
上
宮
太
子
」、
三
句
目
が
「
悲
願
弘
宣
」
と
あ
る
、『
百
十
四
首
和
讃
』
第
二
首
と
ほ
ぼ
同
文
の
和
讃
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
佐
々
木
の
言
う
よ
う
な
〈
異
本
〉
が
八
十
六
歳
以
降
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
四
首
目
も
─
た
と
え
そ
れ
以

前
の
段
階
で
「
聖
徳
太
子

0

0

」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、〈
異
本
〉
成
立
の
段
階
で
改
訂
さ
れ
─
他
の
和
讃
同
様
「
聖
徳
皇0

」
と
記
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
不
自
然
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、
一
句
目
に
「
聖
徳
太
子

0

0

の
あ
わ
れ
み
て
」
と
あ
っ
た
旧
和
讃
は
「
聖
徳
太
子
」
と
い
う
呼
称
が
主

に
用
い
ら
れ
て
い
た
康
元
二
年
以
前
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
文
明
版
」
に
「
聖
徳
皇
」
と
あ
る
七
首
の
内
、
そ
れ
以
外
の
六
首

は
そ
れ
以
降
、
太
子
の
呼
称
法
が
「
聖
徳
皇
」
に
比
重
を
移
し
終
え
た
後
に
制
作
さ
れ
、
同
じ
頃
、
第
四
首
目
も
「
聖
徳
太
子
」
か
ら

「
聖
徳
皇
」
に
改
訂
さ
れ
て
、「
文
明
版
」
系
祖
本
成
立
の
際
に
十
一
首
の
「
聖
徳
奉
讃
」
と
し
て
編
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
河
州
本
」

系
祖
本
が
制
作
さ
れ
る
際
に
改
訂
前
の
「
聖
徳
太
子
」
と
あ
っ
た
断
簡
（
別
和
讃
）
が
対
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
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こ
う
考
え
た
方
が
、
佐
々
木
の
言
う
よ
う
な
〈
異
本
〉
に
一
首
だ
け
「
聖
徳
太
子
」
と
記
し
た
和
讃
が
あ
っ
て
そ
れ
を
「
文
明
版
」

系
祖
本
で
改
訂
し
た
と
考
え
る
よ
り
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ハ
　「
善
光
寺
如
来
讃
」
に
つ
い
て

　

同
じ
く
増
補
さ
れ
た
「
善
光
寺
讃
」
五
首
で
あ
る
が
、
多
屋
は
こ
れ
を
「
首
尾
も
整
わ
ず
、
意
味
も
通
じ
に
く
い
も
の
」
で
あ
っ
て

「
未
定
稿
の
断
簡
」
で
あ
ろ
う
が
、「
何
故
三
帖
の
中
に
入
れ
て
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
）
12
（
る
。

　

佐
々
木
に
拠
れ
ば
、
第
一
、
二
、
五
首
が
改
訂
さ
れ
、〈
異
本
〉
に
あ
っ
た
守
屋
の
称
号
「
大
臣
」
が
「
大
連
」
に
改
め
ら
れ
第
五
首

「
弓
削
の
守
屋
の
大
連

0

0

…
…
」
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
康
元
二
年
（
八
十
五
歳
）
二
月
成
立
の
『
百
十
四
首
和
讃
』
で
は
、
物
部
守
屋
・
中
臣
勝
海
ら
排
仏
派
の
奏
請
・
破
仏

の
場
面
に
お
い
て
、

弓
削
の
守
屋
と
中
臣
の　
　
　
　

勝
海
の
む
ら
じ
と
も
ろ
と
も
に

　

皇
に
奏
し
ま
ふ
さ
し
む　
　
　

こ
の
く
に
も
と
よ
り
神
を
あ
が
む
…
…

ふ
た
り
の
ひ
と
は
い
ま
さ
ら
に　

わ
ざ
わ
い
に
あ
は
む
と
奏
せ
し
む

　

守
屋
の
連0

寺
を
や
ぶ
る　
　
　

仏
経
堂
塔
ほ
ろ
ぼ
し
き
（
傍
点
筆
者
）

と
し
て
守
屋
を
「
連
」
と
、
同
年
正
嘉
元
年
五
月
書
写
の
『
上
宮
太
子
御
記
』
の
同
じ
場
面
で
は
、

大
連

0

0

物
部
の
弓
削
の
守
屋
と
中
臣
の
勝
海
と
と
も
に
奏
し
て
ま
ふ
さ
く
、
我
国
に
は
も
と
よ
り
神
を
の
み
た
ふ
と
み
あ
が
む
。

…
…
し
か
れ
ど
も
宣
旨
あ
り
て
守
屋
の
大
連

0

0

を
寺
に
つ
か
わ
し
て
、
堂
塔
を
破
り
仏
経
を
や
く
。（
傍
点
筆
者
）

と
し
て
「
大
連
」
と
記
し
て
い
る
。（『
上
宮
太
子
御
記
』
に
は
「
守
屋
の
連0

」
の
用
例
も
あ
る
）
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こ
の
こ
と
か
ら
『
善
光
寺
縁
起
』
に
よ
っ
て
守
屋
を
「
大
臣
」
と
記
し
た
和
讃
は
康
元
二
年
よ
り
前
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。（
ち
な
み
に
建
長
七
年
（
八
十
三
歳
）
十
一
月
成
立
の
『
七
十
五
首
和
讃
』
で
は
守
屋
に
何
の
称
号
も
冠
せ
ら
れ
て
い
な
い
）

　

第
一
首
「
善
光
寺
の
如
来
の
…
…
」
の
二
句
目
以
降
が
改
訂
前
は
「
と
き
の
有
情

0

0

を
あ
わ
れ
み
て
／
な
に
は
の
み
や
こ

0

0

0

0

0

0

0

に
き
た
り
ま

す
／
ゆ
げ
の
も
り
や
大
臣

0

0

し
ら
ぬ
ゆ
え
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
佐
々
木
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、「
有
情
」
は
親
鸞
が
建
長
七
年

頃
か
ら
「
衆
生
」
に
変
え
て
用
い
出
し
た
語
で
あ
り
、
改
訂
前
の
旧
和
讃
が
建
長
七
年
か
ら
康
元
二
年
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
和
讃
が
「
顕
智
本
」
系
祖
本
の
成
立
（
正
嘉
二
年
、
八
十
六
歳
）
以
降
ま
で
改
訂
さ
れ
ず
に
あ
っ
た
と
考
え
る
よ
り

も
、
や
は
り
八
十
五
歳
頃
ま
で
に
改
訂
さ
れ
、
そ
の
後
「
文
明
版
」
系
祖
本
に
収
め
ら
れ
た
も
の
を
改
訂
前
の
旧
和
讃
に
よ
っ
て
校
合

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
た
の
が
「
河
州
本
」
で
あ
る
と
見
る
の
が
妥
当
だ
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

　

も
し
こ
の
改
訂
前
の
旧
和
讃
が
佐
々
木
の
言
う
〈
異
本
〉
の
一
部
で
あ
る
な
ら
ば
、
八
十
五
歳
時
点
で
す
で
に
正
解
を
知
っ
て
い
な

が
ら
八
十
六
歳
以
降
に
な
ぜ
あ
え
て
誤
っ
た
知
識
に
基
づ
い
た
和
讃
を
作
っ
た
の
か
不
可
解
で
あ
る
。
ま
た
誤
り
と
知
り
な
が
ら
八
十

六
歳
以
降
ま
で
改
訂
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
す
で
に
制
作
さ
れ
て
い
な
が
ら
「
顕
智
本
」
系
祖
本
に
収
め
ず
に
い
た
「
善
光
寺

讃
」
を
な
ぜ
〈
異
本
〉
の
時
点
で
新
た
に
『
正
像
末
和
讃
』
に
組
み
込
ん
だ
の
か
。
こ
れ
も
不
可
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
『
百
十
四
首
和
讃
』
等
の
記
述
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
増
補
部
分
の
内
、「
聖
徳
奉
讃
」
も
「
善
光
寺
讃
」
も
改
訂
前
の
旧
和
讃
は

「
顕
智
本
」
系
祖
本
以
前
に
す
で
に
成
立
し
て
お
り
、
改
訂
も
「
顕
智
本
」
系
祖
本
成
立
前
に
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
見
受
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
佐
々
木
は
、「
河
州
本
」
の
「
夢
告
讃
」、
そ
し
て
「
聖
徳
奉
讃
」「
善
光
寺
讃
」
以
外
の
増
補
部
分
で
あ
る
「
自
然
法
爾
章
」

「
巻
末
和
讃
」
二
首
に
は
校
合
も
左
訓
も
な
く
、〈
異
本
〉
に
存
在
し
た
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
、
と
し
て
い
る
。
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ニ
　
増
補
部
分
以
外
の
改
訂
箇
所
に
つ
い
て

　

ま
た
、
佐
々
木
に
拠
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
増
補
部
分
以
外
に
「
河
州
本
」
で
は
「
正
像
末
法
和
讃
」
第
三
首
「
正
像
末
の
三
時
に
は

…
…
」
の
三
句
目
「
像
季
末
法
の
こ
の
世
に
は
」
に
「
よ
り
」、「
疑
惑
讃
」
第
十
八
首
「
如
来
慈
氏
に
の
た
ま
は
く
…
…
」
の
二
句
目

の
「
疑
惑
の
心
を
も
ち
な
が
ら
」
に
「
仏
智
疑
惑
の
心
な
が
ら
」、「
悲
嘆
述
懐
讃
」
第
三
首
「
悪
性
さ
ら
に
や
め
が
た
し
…
…
」
の
四

句
目
の
「
虚
仮
の
行
と
ぞ
な
づ
け
た
る
」
に
「
者
と
な
づ
け
た
り
」
と
の
注
記
・
校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
和
讃
も
「
顕

智
本
」「
文
明
版
」
は
全
く
同
文
で
あ
る
。（「
正
像
末
法
和
讃
」
第
三
首
は
「
草
稿
本
」
に
も
同
文
の
和
讃
（
第
三
十
三
首
）
が
あ
る
）

　

佐
々
木
は
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
「
顕
智
本
」
系
の
記
述
「
ａ
」
が
〈
異
本
〉
で
「
ｂ
」
に
改
め
ら
れ
、「
文
明
版
」
系
で
再
び
「
ａ
」

に
戻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
『
浄
土
和
讃
』
に
お
け
る
専
修
寺
蔵
国
宝
「
初
稿
本
」（
宝
治
二
年
・
一
二
四
八
、
親

鸞
七
十
六
歳
）
↓
「
顕
智
本
」
系
祖
本
（
建
長
七
年
・
一
二
五
五
、
八
十
三
歳
）
↓
「
文
明
版
」
系
祖
本
の
変
遷
に
お
い
て
も
同
様
の
例
が

見
ら
れ
、
ま
た
近
年
提
唱
さ
れ
た
「
文
明
版
」
系
祖
本
が
「
顕
智
本
」
系
祖
本
に
先
行
す
る
と
す
る
）
13
（

説
（
後
述
）
を
採
っ
た
と
し
て
も

同
様
の
例
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
論
調
か
ら
窺
う
に
、
佐
々
木
は
「
河
州
本
」
の
校
合
箇
所
が
自
説
（「
顕
智
本
」
系
↓
〈
異
本
〉
↓
「
文
明
版
」
系
）
以
外

の
変
遷
を
示
し
て
い
る
可
能
性
を
当
初
か
ら
排
除
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
校
合
箇
所
を
筆
者
は
、
前
述
し
た
「
太
子
奉
讃
」「
善
光
寺
讃
」
の
校
合
箇
所
と
同
様
、「
草
稿
本
」「
顕
智
本
」
系
祖
本
以

前
に
成
立
し
て
い
た
「
別
和
讃
」
三
首
が
「
河
州
本
」
系
祖
本
成
立
の
際
に
対
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
が
、「
顕
智
本
」
系
か
ら
の
改
訂
を
示
し
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。「
草
稿
本
」
第
十
首
一
句
目
の
「
釈
迦
弥
陀

0

0

0

0

の
慈
悲
よ

り
ぞ
」
を
「
顕
智
本
」
第
三
十
三
首
で
「
弥
陀
釈
迦
」
に
改
め
な
が
ら
、「
文
明
版
」
で
は
再
び
「
釈
迦
弥
陀
」
に
戻
し
た
例
も
あ
る
。

　

た
だ
し
筆
者
の
考
え
る
可
能
性
と
は
、「
顕
智
本
」
系
祖
本
成
立
後
に
当
該
箇
所
を
改
訂
し
た
「
別
和
讃
」
三
首
が
制
作
さ
れ
た
も
の
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の
、
そ
の
変
更
が
「
文
明
版
」
系
祖
本
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

対
校
本
が
一
首
ご
と
の
断
簡
（
別
和
讃
）
で
あ
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
以
上
、
既
存
の
『
浄
土
和
讃
』『
正
像
末
和
讃
』
に
同
様

の
文
言
の
変
遷
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
各
和
讃
ご
と
の
変
遷
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
佐
々
木
の
言
う
〈
異
本
〉
の
存
在
を
証
明
す

る
根
拠
と
は
到
底
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

ホ
　
左
訓
に
つ
い
て

　

佐
々
木
に
拠
れ
ば
、「
顕
智
本
」
に
も
「
文
明
版
」
に
も
な
い
左
訓
が
「
河
州
本
」
に
は
九
箇
所
（「
正
像
末
法
和
讃
」
二
箇
所
、「
疑
惑

讃
」
三
箇
所
、「
悲
歎
述
懐
讃
」
四
箇
所
）
あ
る
と
言
う
。（
該
当
す
る
九
首
の
和
讃
は
「
草
稿
本
」
に
は
な
く
、「
顕
智
本
」「
文
明
版
」
い
ず
れ

も
同
じ
文
面
で
、
当
該
の
語
句
に
他
の
左
訓
は
な
い
）

　

た
だ
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
前
に
、
左
訓
を
施
す
と
い
う
行
為
自
体
に
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
を
抑
え
て
お
き
た
い
。

　

左
訓
に
関
し
て
言
え
ば
「
文
明
版
」
は
「
顕
智
本
」
に
比
し
て
か
な
り
少
な
く
、
同
じ
語
に
施
す
場
合
で
も
「
顕
智
本
」
を
そ
の
ま

ま
継
承
は
せ
ず
、
文
言
も
簡
潔
に
な
っ
て
い
る
。「
顕
智
本
」
と
「
文
明
版
」
と
で
同
じ
左
訓
が
施
さ
れ
て
い
る
文
言
は
「
疑
謗
」「
等

正
覚
」
等
わ
ず
か
四
例
ほ
ど
し
か
な
い
。

　

こ
の
こ
と
が
何
を
物
語
る
か
と
言
え
ば
、
親
鸞
は
「
顕
智
本
」
系
祖
本
に
直
接
改
訂
・
増
補
を
加
え
て
「
文
明
版
」
系
祖
本
と
し
た

の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
顕
智
本
」
系
祖
本
は
正
嘉
二
年
九
月
下
旬
に
脱
稿
さ
れ
て
お
り
、
同
年
十
二
月
に
上
洛
中
の
顕
智
が
善
法
坊
で
「
獲
得
名
号
自
然

法
爾
」
の
法
語
を
聞
書
し
て
い
る
こ
と
、「
顕
智
本
」
表
紙
に
顕
智
筆
「
釈
顕
智
」
の
袖
書
が
あ
る
─
祖
本
の
表
紙
に
は
授
与
先
で
あ

る
「
釈
顕
智
」
の
名
の
袖
書
が
親
鸞
直
筆
で
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
─
こ
と
、「
顕
智
本
」
が
現
在
ま
で
専
修
寺
に
伝
来
し
て
い
る
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こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
親
鸞
は
直
筆
の
祖
本
を
顕
智
に
付
属
し
、
顕
智
は
そ
れ
を
下
野
国
高
田
に
持
ち
帰
っ
た
。
つ
ま
り
「
顕
智
本
」

系
祖
本
は
そ
れ
以
降
親
鸞
の
手
元
に
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
顕
智
本
」
系
祖
本
が
手
元
に
な
い
以
上
、
親
鸞
は
別
の
手
稿
本

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
語
句
の
改
訂
・
和
讃
の
増
補
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
手
稿
本
は
、「
顕
智
本
」
系
祖
本
と
同
じ
構
成
で
は
あ
る
も
の
の
、「
顕
智
本
」
系
祖
本
に
比
し
て

左
訓
が
少
な
く
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
肩
番
・
圏
発
も
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
奥
書
も
な
か
っ
た
こ
と
が
「
文
明
版
」
の
現
状
か
ら
想
像

さ
れ
る
。

　

常
盤
井
和
子
に
拠
れ
ば
、
顕
誓
『
反
古
裏
書
』
に
は
建
長
六
年
（
一
二
五
四
、
親
鸞
八
十
二
歳
）
制
作
の
奥
書
を
持
っ
た
親
鸞
真
蹟
本

『
浄
土
和
讃
』
の
存
在
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
専
修
寺
に
は
「
御
真
筆
本
奥
書ニ

曰
／
建
長
六
年
甲
寅
十
二
月
日
／
拠ル
ニ㆑

此ニ

当

帖ハ

聖
人
八
十
二
歳
製
作
也
」
の
奥
書
を
持
つ
江
戸
期
の
『
浄
土
和
讃
』
の
版
本
（『
高
僧
和
讃
』
と
セ
ッ
ト
）
が
現
存
し
て
お
り
、
用
語

法
や
左
訓
、
構
成
等
か
ら
見
て
「
顕
智
本
」
系
と
は
異
な
り
、「
文
明
版
」
系
に
属
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
常
盤
井
は
、

建
長
六
年
の
親
鸞
真
蹟
本
が
「
文
明
版
」
系
『
浄
土
和
讃
』『
高
僧
和
讃
』
の
祖
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
常
盤
井
は
、「
初
稿
本
」「
顕
智
本
」
と
「
文
明
版
」
系
諸
本
と
を
比
較
す
る
と
、
前
者
が
左
訓
の
数
も
多
く
内
容
も
懇
切
丁

寧
、
肩
番
・
圏
発
が
あ
る
の
に
対
し
て
後
者
は
左
訓
が
少
な
く
簡
略
的
で
肩
番
・
圏
発
も
な
い
と
い
う
差
異
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
の
特
徴
的
差
異
に
つ
い
て
、
前
者
は
門
弟
の
系
譜
（
高
田
門
徒
）
に
伝
来
し
た
も
の
、
つ
ま
り
親
鸞
の
手
元
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、

手
放
す
に
際
し
て
親
鸞
が
懇
切
な
教
育
的
配
慮
を
施
し
た
そ
の
結
果
で
あ
り
、
後
者
は
本
願
寺
の
伝
統
の
中
に
伝
来
し
て
き
た
も
の
、

つ
ま
り
親
鸞
の
手
元
を
離
れ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
前
記
の
よ
う
な
対
外
的
措
置
が
施
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
、
と
推
測
し
て
い
）
14
（
る
。

　
『
正
像
末
和
讃
』
の
「
顕
智
本
」「
文
明
版
」
に
お
い
て
も
同
様
の
事
情
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
顕
智
本
」
系
祖
本
（
左
訓
が
懇
切
で
数
も
膨
大
、
肩
番
・
圏
発
・
奥
書
あ
り
）
が
顕
智
に
与
え
ら
れ
た
折
、
親
鸞
の
手
元
に
は
も
う
一
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本
の
手
稿
本
（
左
訓
が
簡
潔
で
数
も
少
な
い
、
肩
番
・
圏
発
・
奥
書
な
し
）
が
残
さ
れ
た
。
親
鸞
が
そ
の
後
そ
れ
に
増
補
・
改
訂
を
施
し
た

も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
佐
々
木
の
言
う
〈
本
人
改
訂
本
〉
に
他
な
ら
な
い
、
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

佐
々
木
は
「
現
存
資
料
か
ら
は
〈
本
文
改
訂
本
〉
は
お
ろ
か
、
そ
う
し
た
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
手
が
か
り
す
ら
な
か
っ

た
」
と
断
定
し
た
が
、
筆
者
か
ら
す
れ
ば
現
存
の
「
文
明
版
」
─
の
特
徴
─
が
〈
本
文
改
訂
本
〉
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
親
鸞
が
生
前
手
元
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
、
そ
し
て
そ
の
没
後
も
外
部
に
出
る
こ
と
な
く
本
願
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

「
文
明
版

0

0

0

」
以
外
の

0

0

0

「
現
存
資
料
か
ら
は
〈
本
文
改
訂
本
〉
は
お
ろ
か
、
そ
う
し
た
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
手
が
か
り
す
ら

な
」
い
の
は
当
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
佐
々
木
が
指
摘
し
た
「
河
州
本
」
の
九
箇
所
の
左
訓
に
つ
い
て
も
そ
れ
ら
が
施
さ
れ
た
理
由
と
時
期
が
お

の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
左
訓
の
う
ち
二
箇
所
は
、「
悲
歎
述
懐
讃
」
が
「
顕
智
本
」
の
十
一
首
か
ら
「
文
明
版
」
の
十
六
首
に
増
補
さ
れ
た
う
ち
の

第
十
二
首
「
五
濁
邪
悪
の
し
る
し
に
は
…
…
」
の
三
句
目
「
奴
婢
僕
使
」
の
語
に
、
第
十
五
首
「
末
法
悪
世
の
か
な
し
み
は
…
…
」
の

四
句
目
「
高
位
」
の
語
に
施
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
少
な
く
と
も
こ
の
「
悲
歎
述
懐
讃
」
二
首
に
関
し
て
だ
け
は
「
顕
智
本
」
系
祖
本
以
降
に
成
立
し
た
〈
異
本
〉
が
存
在
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

で
は
他
の
七
首
の
左
訓
は
い
つ
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
顕
智
本
」
系
祖
本
成
立
以
前
の
「
別
和
讃
」
の
段
階
で
の
可
能
性
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
筆
者
は
「
顕
智
本
」
系
祖
本
が
顕
智
に
よ
っ
て
持
ち
帰
ら
れ
た
以
降
に
残
り
七
首
す
べ
て
に
左
訓
が
施
さ
れ
、

〈
本
文
改
訂
本
〉
で
増
補
さ
れ
た
六
首
（「
疑
惑
讃
」
一
首
、「
悲
歎
述
懐
讃
」
五
首
）
と
共
に
、
断
簡
の
形
で
漸
次
に
、
あ
る
い
は
冊
子
の

形
で
一
時
に
、
東
国
に
送
ら
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

と
考
え
る
。
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左
訓
を
新
た
に
施
さ
れ
た
語
句
は
「
久
遠
劫
」「
親
友
」「
疑
惑
」「
胎
に
処
す
る
」「
奸
詐
」「
無
慚
無
愧
」
な
ど
で
あ
り
、「
文
字
の

こ
ゝ
ろ
も
し
ら
ず
、
あ
さ
ま
し
き
愚
痴
き
わ
ま
り
な
き
」「
ゐ
な
か
の
ひ
と
〴
〵
」
に
「
や
す
く
こ
ゝ
ろ
え
さ
せ
む
」
た
め
の
、「
ひ
と

す
ぢ
に
お
ろ
か
な
る
ひ
と
〴
〵
を
、
こ
ゝ
ろ
へ
や
す
か
ら
む
と
て
し
る
せ
る
」（
以
上
、『
一
念
多
念
文
意
』
跋
文
）
左
訓
で
あ
る
以
上
、

親
鸞
に
し
て
も
「
顕
智
本
」
系
祖
本
を
も
っ
て
事
終
わ
れ
り
と
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四　
「
文
明
版
」
系
祖
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

　

次
に
親
鸞
編
集
説
論
者
が
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
、
親
鸞
八
十
八
歳
）
頃
と
し
た
「
文
明
版
」
系
祖
本
の
成
立
時
期
へ
の
疑
問
を
述
べ

た
い
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
親
鸞
の
健
康
状
態
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
本
論
第
二
章
に
お
い
て
別
人
編
集
説
の
論
拠
で
あ
る
「
文
明
版
」
の
諸
問
題
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
⑴
⑵
に
対
し
て

親
鸞
編
集
説
の
論
者
は
、「
聖
人
の
至
極
晩
年

0

0

0

0

の
補
訂
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
な
お
修
正
す
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
、
し
か
も
つ
い

に
そ
の
ま
ま
と
な
っ
た
」（
宮
崎
）、「
親
鸞
が
最
晩
年
を
迎
え
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た
め
に
、「
顕
智
本
」
系
か
ら
の
増
補
・
本
文
改
訂
時
に
、
そ
れ

ま
で
書
き
た
め
て
い
た
「
和
讃
」
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
挿
入
し
た
際
に
生
じ
た
撰
号
・
署
名
の
不
統
一
・
不
自
然
さ
が
訂
正
さ
れ
な

か
っ
た
」（
佐
々
木
）
と
そ
の
理
由
を
一
様
に
親
鸞
の
高
齢
に
求
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
顕
智
本
」
系
祖
本
が
顕
智
に
授
け
ら
れ
た
正
嘉
二
年
冬
か
ら
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
十
一
月
二
十
八
日
の
親
鸞
命
終
ま

で
、
改
訂
・
増
補
、
そ
し
て
整
理
・
修
正
に
ほ
ぼ
四
年
間
の
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
佐
々
木
の
言
う
よ
う
に

「
顕
智
本
」
系
か
ら
の
増
補
・
本
文
改
訂
時
、
つ
ま
り
〈
異
本
〉
の
成
立
時
に
そ
れ
ま
で
書
き
た
め
て
い
た
「
和
讃
」
を
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
挿
入
し
た
と
し
て
も
、
佐
々
木
説
に
よ
れ
ば
親
鸞
は
そ
の
後
、〈
異
本
〉
に
、
増
補
箇
所
を
含
め
た
本
文
改
訂
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
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親
鸞
本
人
編
集
に
よ
る
「
文
明
版
」
系
祖
本
が
成
立
し
た
は
ず
で
あ
る
。【
32
頁
図
参
照
】
つ
ま
り
佐
々
木
説
に
従
え
ば
、
親
鸞
は
〈
異

本
〉
に
対
す
る
改
訂
等
の
作
業
は
行
い
な
が
ら
、
撰
号
・
署
名
の
不
統
一
・
不
自
然
さ
等
は
な
ぜ
か
看
過
、
放
置
し
た
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
九
十
歳
で
没
し
た
親
鸞
に
と
っ
て
八
十
八
歳
は
確
か
に
「
最
晩
年
」
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
修
正
点
を
放
置
し
た
ま
ま
に
せ

ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
当
時
の
親
鸞
は
「
老
衰
」
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

文
応
元
年
の
成
立
と
見
ら
れ
る
親
鸞
の
著
作
・
書
簡
は
現
在
三
部
確
認
で
き
る
。

　

門
弟
間
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
十
二
光
仏
に
関
す
る
自
著
の
送
付
を
約
束
し
た
十
月
二
十
一
日
付
唯
信
宛
「
書
簡
」（『
親
鸞
聖
人
御

消
息
集
』（
広
本
）
第
十
七
通
）。
乗
信
に
対
し
て
「
善
信
が
身
に
は
、
臨
終
の
善
悪
を
ば
ま
ふ
さ
ず
…
…
」
と
自
身
の
現
生
正
定
聚
の
信

念
を
述
べ
た
十
一
月
十
三
日
付
「
書
簡
」（『
末
灯
鈔
』
第
六
通
）。
そ
し
て
、
唯
信
宛
「
書
簡
」
に
執
筆
中
と
記
し
た
著
作
と
思
し
き
十

二
月
二
日
書
写
の
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
で
あ
る
。

　

乗
信
宛
「
書
簡
」
に
、

な
に
よ
り
も
、
こ
ぞ
・
こ
と
し
、
老
少
男
女
お
ほ
く
の
ひ
と
〴
〵
の
し
に
あ
ひ
て
候
ら
ん
こ
と
こ
そ
、
あ
は
れ
に
さ
ふ
ら
へ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
文
応
元
年
は
疫
病
の
大
流
行
等
に
よ
っ
て
多
く
の
死
者
が
出
て
い
る
。

　

鎌
倉
幕
府
の
公
式
記
録
『
吾
妻
鏡
』
に
拠
れ
ば
、
同
年
六
月
四
日
条
は
、

検
断
の
事

0

0

0

0

に
就
い
て
今
日
定
め
ら
る
る
の
條
々
有
り
。
且
つ
は
六
波
羅
に
仰
せ
遣
わ
さ
る
る
な
り
。
所
謂
、
…
…

　

一
、
放
免
の
事

右
、
殺
害
人
に
於
い
て
は
、
日
来
十
一
箇
年
以
後
所
犯
の
軽
重
に
随
い
こ
れ
を
免
さ
る
る
と
雖
も
、
今
度
に
於
い
て
は
、
諸
国
の

0

0

0

飢
饉
と
云
い

0

0

0

0

0

、
人
民
の
病
死
と
云
い

0

0

0

0

0

0

0

0

、
法
に
過
ぎ
る
の
間

0

0

0

0

0

0

0

、
別
の
御
計
を
以
て
、
年
記
を
謂
わ
ず
、
殊
な
る
子
細
無
き
の
輩
は
、
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当
年
の
所
犯
に
至
り
て
は
、
放
免
せ
ら
れ
を
は
ん
ぬ
。（
傍
点
筆
者
）

と
し
て
、
先
年
来
の
飢
饉
（
正
嘉
の
大
飢
饉
）、
今
年
の
疫
病
流
行
に
よ
る
多
数
の
死
者
の
発
生
と
い
う
未
曾
有
の
異
常
事
態
が
続
い
て

い
る
の
で
、
殺
人
犯
の
検
断
（
検
察
・
断
罪
）
に
つ
い
て
は
、
財
産
没
収
の
上
、
死
罪
も
し
く
は
「
十
一
年
間
の
流
罪
の
後
、
犯
し
た
行

為
の
軽
重
に
応
じ
て
釈
放
す
る
」
の
が
従
来
の
慣
）
15
（

例
で
あ
っ
た
が
、
今
年
そ
の
罪
を
犯
し
た
者
に
は
そ
れ
を
適
応
せ
ず
、
特
別
の
事
情

さ
え
な
け
れ
ば
逮
捕
後
に
審
理
抜
き
で
放
免
（
釈
放
）
せ
よ
、
と
い
う
布
令
が
全
国
各
地
の
守
護
・
地
頭
（
京
都
は
六
波
羅
探
題
府
）
に

対
し
て
通
達
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
幕
府
が
こ
の
時
行
っ
た
布
告
は
、「
今
年
に
限
っ
て
」
と
い
う
一
定
期
間
の
そ
れ
も
殺
人
罪
に
の
み
公
訴
権
（
公
訴
を
提
起
し
裁

判
を
求
め
る
検
察
官
の
権
能
）
を
停
止
す
る
と
い
う
、
言
わ
ば
限
定
付
き
の
「
大
赦
」
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
「
大
赦
」
に
よ
っ

て
神
仏
の
歓
心
を
買
い
そ
の
霊
威
に
よ
っ
て
飢
饉
・
疫
病
の
原
因
で
あ
る
悪
鬼
悪
霊
の
祟
り
を
鎮
め
よ
う
と
い
う
宗
教
的
色
彩
を
帯
び

た
超
法
規
的
措
置
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
六
月
十
二
日
条
に
は
、

人
庶
疾
病
対
治
の
為

0

0

0

0

0

0

0

0

、
祈0

祷0

を
致
す
べ
き
の
由

0

0

0

0

0

0

0

、
今
日
諸
国
守
護
人
に
仰
せ
ら
る
と
云
々
。
そ
の
御
教
書
に
云
く
、

　
　

諸
国
の
寺
社
大
般
若
経
転
読
の
事

国
土
安
穏

0

0

0

0

・
疾
病
対
治
の
為

0

0

0

0

0

0

、
諸
国
の
寺
社
に
於
い
て
大
般
若
経
・
最
勝
・
仁
王
経
等
を
転
読
せ
ら
る
べ
き
な
り
。
早
く
そ
の
国

寺
社
の
住
僧
に
仰
せ
、
精
誠
を
致
し
転
読
す
べ
き
の
由
、
地
頭
等
に
相
触
れ
し
む
べ
き
な
り
。
且
つ
は
知
行
所
に
於
い
て
は
、
堅

固
に
下
知
せ
し
む
べ
き
の
状
、
仰
せ
に
依
っ
て
執
達
件
の
如
し
。

　

文
応
元
年
六
月
十
二
日

 

武
蔵
の
守
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相
模
の
守

某
殿

（
傍
点
筆
者
）

と
し
て
、「
国
土
安
穏
・
疾
病
退
治
の
た
め
」
─
天
変
地
異
・
疫
病
流
行
の
終
息
を
願
っ
て
諸
国
の
寺
社
に
祈
祷
（『
大
般
若
波
羅
蜜
多

経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
等
の
転
読
）
を
さ
せ
る
よ
う
地
頭
ら
を
通
し
て
通
達
せ
し
め
よ
と
諸
国
の
守
護

に
命
じ
る
「
将
軍
御
教
書
」
が
同
日
付
で
発
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
れ
も
非
常
事
態
下
の
幕
府
の
宗
教
施
策
を
伝
え
て
い
る
。

　
『
吾
妻
鏡
』
は
こ
の
他
に
も
こ
の
年
起
き
た
災
害
を
「
卯
の
一
点
、
大
地
震
」（
三
月
二
十
五
日
）、「
丑
の
刻
、
鎌
倉
中
大
焼
亡
。
長
楽

寺
前
よ
り
亀
谷
の
人
屋
に
至
る
と
云
々
」（
四
月
二
十
九
日
）、「
疾
風
暴
雨
洪
水
、
河
辺
の
人
屋
大
底
流
失
す
。
山
崩
れ
人
多
く
磐
石
の

為
圧
死
せ
ら
る
」（
六
月
一
日
）、「
晴
、
甚
雨
、
申
の
刻
大
風
、
人
屋
多
く
以
て
破
損
す
。
戌
の
刻
風
休
む
。
地
震
」（
八
月
五
日
）
と
記

録
し
て
い
る
。

　

ま
た
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
年
七
月
十
六
日
に
日
蓮
が
、
正
嘉
年
間
以
来
相
次
い
だ
地
震
・
暴
風
雨
・
飢
饉
・
疫
病
な
ど
の
災
害
の

原
因
は
人
々
が
正
法
で
あ
る
『
法
華
経
』
を
信
じ
ず
に
邪
法
を
信
じ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
諸
宗
を
非
難
し
、
殊
に
浄
土
宗
の
禁
圧
を

幕
府
に
要
請
し
た
『
立
正
安
国
論
』
を
元
執
権
北
条
時
頼
に
提
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
天
災
が
頻
発
し
疫
病
が
大
流
行
す
る
中
、
八
十
八
歳
の
老
親
鸞
は
疫
病
に
侵
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
き
抜
き
、
そ
の
年
の

冬
に
、
同
じ
く
非
常
事
態
下
の
東
国
門
弟
が
発
し
た
ま
さ
し
く
命
懸
け
の
問
い
に
応
え
る
べ
く
筆
を
奮
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
当
時
の

親
鸞
の
肉
体
・
精
神
が
い
か
に
壮
健
で
あ
っ
た
か
が
窺
わ
れ
る
）

　

こ
の
親
鸞
が
『
正
像
末
和
讃
』
の
最
終
型
と
な
る
べ
き
「
文
明
版
」
系
祖
本
の
諸
問
題
を
修
正
せ
ず
放
置
し
た
で
あ
ろ
う
か
。（
弘
長

二
年
十
一
月
十
一
日
・
十
二
日
付
の
書
簡
は
、
死
を
目
前
に
し
た
親
鸞
の
頭
脳
が
い
ま
だ
明
晰
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
）

　

も
ち
ろ
ん
高
齢
者
が
急
激
に
体
調
を
崩
す
例
も
あ
り
、
十
二
月
初
旬
に
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
の
書
写
を
終
え
た
際
に
は
良
好
だ
っ



（豅）　50

た
健
康
状
態
が
そ
の
後
激
変
し
、
結
果
文
応
元
年
に
編
集
し
た
祖
本
の
未
整
理
状
態
が
そ
の
後
二
年
間
、
捨
て
置
か
れ
た
可
能
性
も
な

い
で
は
な
い
。
実
際
、
八
十
九
歳
以
降
の
親
鸞
の
健
康
状
態
を
窺
い
知
れ
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。

　

た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
親
鸞
が
体
調
を
崩
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、「
悲
歎
述
懐
讃
」
の
前
に
位
置
す
る
「
聖
徳
奉
讃
」
の
各
首
配
置
の

乱
れ
は
な
ぜ
か
後
回
し
に
し
て
、「
正
像
末
法
和
讃
」「
仏
智
疑
惑
讃
」「
悲
歎
述
懐
讃
」
の
改
訂
・
増
補
・
和
讃
の
配
列
変
更
を
終
え
た

そ
の
直
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
仮
に
そ
の
結
果
、「
聖
徳
奉
讃
」
以
降
の
撰
号
・
署
名
の
不
統
一
・
不
自
然
さ
が
放
置
さ
れ
た
の

だ
と
し
て
も
、
冒
頭
の
撰
号
に
だ
け
な
ぜ
か
「
愚
禿
善
信
集0

」
と
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
和
讃
で
用
い
た
「
愚
禿
親
鸞
作0

」
の
「
作
」
の
字

で
は
な
く
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
等
の
経
釈
文
を
類
聚
し
た
著
作
で
用
い
た
「
集
」
の
字
を
使
い）16
（

、
し
か
も
修
正
す
る
こ
と
な

く
放
置
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

佐
々
木
は
、「
河
州
本
」
の
校
合
箇
所
に
よ
っ
て
、
親
鸞
自
身
に
よ
っ
て
増
補
部
分
が
改
訂
さ
れ
た
、「
顕
智
本
」
系
祖
本
と
「
文
明

版
」
系
祖
本
の
中
間
に
位
置
す
る
〈
異
本
〉
の
存
在
が
証
明
さ
れ
、
別
人
編
集
説
は
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
し
た
。

　

し
か
し
、
筆
者
が
佐
々
木
の
調
査
報
告
を
精
査
し
た
結
果
、
導
き
出
さ
れ
た
結
論
は
真
逆
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
、
佐
々
木
の
調
査
結
果
は
「
顕
智
本
」
系
祖
本
と
「
文
明
版
」
系
祖
本
と
の
間
に
位
置
す
る
〈
本
文
改
訂
本
〉
の
存
在
を
必

ず
し
も
否
定
し
て
お
ら
ず
、「
文
明
版
」
系
祖
本
の
親
鸞
編
集
説
を
証
明
す
る
も
の
と
は
な
り
得
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
現
存
す

る
「
文
明
版
」
系
諸
本
中
の
増
補
部
分
に
は
「
顕
智
本

0

0

0

」
系
祖
本
以
降
の

0

0

0

0

0

0

親
鸞
自
身
に
よ
る
本
文
改
訂
の
痕
跡
が
存
在
し
な
い
、
と
い

う
佐
々
木
が
否
定
し
た
か
っ
た
別
人
編
集
説
の
根
拠
を
逆
に
補
強
す
る
結
果
す
ら
示
し
て
い
る
、
と
考
え
る
。

　

筆
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
〈
異
本
〉
は
一
冊
の
冊
子
で
は
な
く
、
多
く
の
冊
子
・
断
簡
の
混
在
で
あ
る
。
そ
の
成
立
時
期
も
佐
々
木
の
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言
う
よ
う
な
「
顕
智
本
」
系
祖
本
（
親
鸞
八
十
六
歳
）
と
「
文
明
版
」
系
祖
本
（
八
十
八
歳
頃
）
と
の
間
で
は
な
く
、
あ
る
部
分
は
「
顕

智
本
」
系
祖
本
、
あ
る
い
は
「
草
稿
本
」（
八
十
五
歳
）
に
す
ら
先
行
し
て
成
立
し
、
あ
る
部
分
は
「
顕
智
本
」
系
祖
本
以
降
に
成
立
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
佐
々
木
が
存
在
し
た
痕
跡
す
ら
な
い
と
し
た
〈
本
文
改
訂
本
〉
は
、「
顕
智
本
」
系
祖
本
が
顕
智
に
託
さ
れ
た
後
に
親
鸞
の
手

元
に
残
さ
れ
た
も
う
一
部
の
手
稿
本
に
親
鸞
自
身
が
増
補
・
改
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
現
存
の
「
文
明
版
」
に
こ
そ
そ
の
痕
跡
を

残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
親
鸞
没
後
、
本
願
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
た
〈
本
文
改
訂
本
〉
に
あ
る
時
期
誰
か
が
（
お
そ
ら
く
は
本
願
寺
に
）
や
は
り
残
さ
れ

て
い
た
断
簡
状
態
の
和
讃
・
撰
号
・
署
名
等
を
挿
入
し
て
「
文
明
版
」
系
祖
本
が
成
立
し
た
。

　

そ
の
成
立
時
期
は
、
早
け
れ
ば
覚
如
が
『
拾
遺
古
徳
伝
』
で
元
久
二
年
の
親
鸞
の
改
名
を
「
善
信
」
と
し
た
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）

頃
、
あ
る
い
は
孤
山
隠
士
が
『
愚
闇
記
（
愚
暗
）
17
（

記
）』
に
「
愚
禿
善
信
」
の
呼
称
を
記
し
た
正
和
年
間
（
一
三
一
二
〜
七
）
の
前
後
か
ら

「
河
州
本
」
系
祖
本
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
室
町
期
（
も
し
く
は
鎌
倉
末
期
・
南
北
朝
）
18
（
期
）
ま
で
の
間
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
室
町
期
（
も
し
く
は
鎌
倉
末
期
・
南
北
朝
期
）
に
当
時
流
伝
し
て
い
た
「
文
明
版
」
系
本
を
底
本
、「
草
稿
本
」
系
本
・「
顕

智
本
」
系
本
、
そ
し
て
冊
子
・
断
簡
状
態
の
「
別
和
讃
」（
改
訂
以
前
）
等
を
対
校
本
と
し
て
混
合
本
「
河
州
本
」
系
祖
本
が
制
作
さ
れ

た
。

　

以
上
が
「
文
明
版
」
系
『
正
像
末
和
讃
』
祖
本
の
成
立
に
関
す
る
筆
者
の
推
定
で
あ
る
。
最
後
に
先
学
諸
兄
の
忌
憚
な
き
ご
意
見
ご

批
判
を
懇
請
し
、
本
稿
の
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。
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註（１
）
「
草
稿
本
」「
顕
智
本
」「
文
明
版
」
の
表
記
・
構
成
は
そ
れ
ぞ
れ
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
三
（
法
蔵
館
、
一
九
七
四
年
）、『
影
印
高
田
古
典
』

二
（
真
宗
高
田
派
教
学
院
編
、
一
九
九
九
年
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
真
宗
／
三
帖
和
讃
／
第

三
冊
」
に
拠
る
。

（
２
）
「
正
像
末
和
讃
私
記
」（『
宮
崎
圓
遵
著
作
集
六　

真
宗
書
誌
学
の
研
究
』、
思
文
閣
、
一
九
八
八
年
）、
三
三
五
頁
、
三
四
四
頁
参
照
。

（
３
）
「
三
帖
和
讃
の
本
文
に
つ
い
て
」（『
大
谷
学
報
』
一
二
八
、
一
九
五
六
年
）、
二
〇
頁
参
照
。

（
４
）
多
屋
・
前
掲
論
文
、
二
〇
〜
三
頁
参
照
。

（
５
）
常
盤
井
和
子
「
正
像
末
和
讃
の
成
立
に
関
す
る
試
論
」（『
高
田
学
報
』
七
〇
、
一
九
八
一
年
）、
一
〇
六
〜
一
一
五
頁
参
照
。

（
６
）
『
三
帖
和
讃
』
の
古
写
本
は
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
八
月
の
蓮
如
書
写
本
（
西
本
願
寺
蔵
）、
永
享
九
年
九
月
の
存
如
書
写
本
（
金
沢
市
専
光

寺
蔵
）、
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
一
月
の
蓮
如
書
写
本
（
西
本
願
寺
蔵
）、
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
十
一
月
の
蓮
如
書
写
本
（
滋
賀
県
円
徳
寺

蔵
）
等
が
あ
る
。（
宮
崎
・
前
掲
書
、
二
〇
六
頁
、
三
五
四
〜
五
頁
参
照
）

（
７
）
以
下
、
佐
々
木
・
前
掲
論
文
参
照
。

（
８
）
豅
・
前
掲
論
文
参
照
。

（
９
）
常
盤
井
・
前
掲
論
文
、
一
五
〜
二
五
頁
参
照
。

（
10
） 

以
上
、
多
屋
・
前
掲
論
文
、
二
一
頁
参
照
。

（
11
） 

同
右
、
二
二
〜
三
頁
参
照
。

（
12
） 

以
上
、
同
右
、
二
〇
頁
。

（
13
） 

常
盤
井
和
子
「
三
帖
和
讃
の
諸
本
に
つ
い
て
」（『
真
宗
研
究
』
三
二
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
14
） 

以
上
、
同
右
、
一
三
六
〜
五
〇
頁
参
照
。

（
15
） 

『
御
成
敗
式
目
（
貞
永
式
目
）』
第
十
条
、
他
参
照
。

（
16
） 

常
盤
井
「
正
像
末
和
讃
の
成
立
に
関
す
る
試
論
」（『
高
田
学
報
』
七
〇
）、
一
〇
一
頁
参
照
。

（
17
） 

『
真
宗
三
門
徒
派
略
縁
記
』
に
よ
れ
ば
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
の
成
立
。（『
真
宗
年
表
』、
一
九
八
五
年
、
法
蔵
館
、
参
照
）

（
18
） 

佐
々
木
は
、
現
存
す
る
「
河
州
本
」
系
『
三
帖
和
讃
』
諸
本
の
書
写
年
代
（
室
町
末
期
）
か
ら
考
え
て
そ
の
祖
本
は
少
な
く
と
も
室
町
期
に
は

成
立
し
、
宮
崎
円
遵
が
指
摘
し
た
鎌
倉
末
期
・
南
北
朝
期
の
断
簡
の
存
在
（
宮
崎
・
前
掲
書
、
八
九
〜
九
〇
頁
、
二
〇
二
頁
参
照
）
を
考
慮
に
入

れ
る
と
成
立
年
代
は
さ
ら
に
遡
る
と
し
て
い
る
。（「「
三
帖
和
讃
」
成
立
の
研
究
─
「
河
州
本
」
の
特
色
に
つ
い
て
」、『
宗
学
院
論
集
』
七
四
、



53　（豅）

二
〇
〇
二
年
、
一
一
五
頁
参
照
）
こ
れ
に
従
え
ば
、「
文
明
版
」
系
祖
本
の
成
立
時
期
が
存
如
期
の
古
写
本
の
書
写
年
代
に
比
べ
て
大
幅
に
遡
る
こ

と
に
な
る
が
、
断
簡
が
『
三
帖
和
讃
』
の
ど
の
部
分
の
も
の
で
あ
る
の
か
（『
正
像
末
和
讃
』
を
含
む
の
か
）
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
宮
崎
は
明

記
し
て
い
な
い
。

 

（
元
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
修
員　

真
宗
学
）

 

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
親
鸞
、
和
讃
、
河
州
本




